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共栄火災海上保険株式会社

お手続きにあたり注意していただきたい事項
1． 損害状況申告書作成上の留意点

1 「損害状況申告書」は、黒のボールペン等で記入してください（鉛筆は不可です）。
2 保険の対象が「建物」の場合、図面が必要となります。建築図面等の平面図がある場合は、そのコピーを利用してください。建築図面等をお客様が持っていない場合、図面は代理店にて記載してください。フリーハンドでも構いません。

3 写真撮影は、最初に「表札」、「住所表示」、「郵便受」などの、契約者・被保険者と同一の所有者（居住者）であることがわかる箇所を撮影してください。
4 次に建物全景を撮影し、保険の対象が「建物」の場合は「主要構造部（木造・在来軸組工法は柱・基礎・屋根・外壁、木造・枠組壁工法は外壁・内壁・基礎・屋根）」、「家財」の場合は「損害が発生した家財」を5～6枚程度撮影してください。
5 カメラはフィルム、デジタルどちらでも構いません（携帯電話で撮影したものも判別できる場合は可とします）。

6 写真は原則としてカラープリントしてください。やむを得ない場合は、モノクロ（白黒）プリントでも可です。写真には番号を振り、写真の撮影番号と撮影方向を簡単に図面に記入してください。
7 その他、「【地震保険】建物・損害状況申告書（木造建物用）」「【地震保険】生活用動産（家財）・損害状況申告書」の作成方法の説明にしたがい、漏れなく記入してください。
2． 必要書類
1 出来る限り立会時に保険金請求書を取付けしてください。
2 保険金請求書に押印する印鑑が手元になくすぐに入手できない場合は、署名（サイン）のみで構いません。印鑑証明書は不要です。

3 保険金請求書に記入いただく保険金振込先が、保険証券記載の被保険者様ご本人ではない場合、本人確認資料（運転免許証等のコピー）が必要となります。
3． 認定結果
1 お支払いの可否等の認定結果については、後日当社より代理店にご案内しますので、お客様にご案内ください。
2 損害が地震保険の支払基準に至らず、お支払いの対象とならない場合もあります。あらかじめご了承願います。

3 認定内容についてお客様がご納得されない場合や、損害状況や申告内容によっては、当社社員あるいは鑑定人による現場立会を改めて実施することがあります。
以上

